
うち交付金
充当額

1 プレミアム商品券事業

　感染症の影響により落ち込んだ消費を喚起するとともに影響を受
けた住民への生活支援を行うため、プレミアム付商品券の発行（プ
レミアム率：25％、販売額（発行総額）：3億円（3.75億円））を
補助する。

48,413 48,000 R4.4.4 R5.3.27

・販売実績：1冊額面12,500円×3万冊
（完売）
・換金実績：373,644,500円（換金率
99.6％）

町内の消費喚起及び住民の生活
支援につながった。

2
プレミアム付住宅リフォー
ム等商品券事業

　感染症の影響を受けた建設業等の支援及び住民への生活支援を目
的に、建設業等に特化した消費喚起施策としてプレミアム付きリ
フォーム等商品券を発行（プレミアム率：25％、販売額（発行総
額）：1億円（1.25億円））する。

15,000 15,000 R4.4.4 R5.3.20

・販売実績：1冊額面62,500円×2千冊
（完売）
・換金額：125,000千円（換金率100％）
・換金事業所数：44事業者

建設業等の事業者支援と住民の
生活支援につながった。

3
ワクチン個別接種実施協力
金事業

　町内医療機関での個別接種の体制を整えることで、新型コロナウ
イルスワクチン接種率を高めるため、個別接種に協力していただけ
る町内医療機関に対し接種体制を構築するための協力金を支払う。

10,205 10,000 R4.4.1 R5.3.31
・個別接種実施医療機関：６箇所→９箇所
・個別接種被接種者数（町内医療機関）
　　　　　　　 　：1,273名→9,286名

新型コロナワクチン個別接種実
施医療機関数の増に伴い、接種
対象者の接種機会の拡大が図ら
れ、接種率向上につながった。

4 避難所での感染症対策事業
　災害時などの避難所におけるクラスターの発生を防ぐため、新た
に追加された福祉避難所における３密の回避や衛生対策を徹底する
ための備品等を購入する。

2,255 2,000 R4.11.1 R5.2.15

・購入実績：パーテーション16張、プライ
ベートルーム１２張、マット４０枚、段ボー
ルベッド２９台、段ボールパーテーション２
２台、ポータブルトイレ１台

新たに協定を締結した社会福祉
法人で使用する避難所用備品を
購入したことにより、福祉避難
所での感染症対策の環境が整え
られた。

5 自宅療養者等生活支援事業
　外出することができない自宅療養を行う感染者、濃厚接触者の生
活を支援するため、日常生活に必要な物資を届ける。

5,113 5,000 R4.4.1 R5.3.31 ・支援世帯数：514世帯
自宅療養等を余儀なくされた
方々に対する生活支援につな
がった。

6 中小事業者等支援金事業

　感染症の影響が長期化する中で、町内事業者を幅広く支援するた
め、令和3年11月から令和4年3月までのいずれかの月の売上が、平
成30年11月から令和3年3月までの間の任意の同じ月と比較して、
15％以上減少している事業者に支援金を給付する。
　・法人：減少率に応じて100千円～300千円
　・個人：減少率に応じて　50千円～150千円

55,389 42,149 R4.7.1 R5.3.27

・申請件数及び支援金額
　個人：218件、29,904千円
　法人：　96件、25,485千円
　合計：314件、55,389千円

企業・個人事業者の事業継続支
援につながった。

7
原油高騰緊急対策運送事業
者等支援金事業

　コロナ禍におけるエネルギー価格の高騰により経営に影響を受け
ている道路運送事業者等を支援するため、事業用車両として登録し
ている車両1台につき20千円の支援金を給付する。（上限：200千
円）

3,400 3,000 R4.7.1 R5.2.28
・申請件数及び支援金額
　合計：27件、3,400千円

エネルギー価格高騰により影響
を受けた運送事業者等の事業継
続支援につながった。

8
原油高騰緊急対策農漁業者
支援金事業

コロナ禍におけるエネルギー価格の高騰により経営に影響を受けて
いる農漁業者を支援するため、米・麦・大豆、果樹、野菜等の作付
面積や加温機使用施設園芸作物の栽培面積、漁船の燃料使用量に応
じ燃料価格の高騰分を支援する。（上限：200千円）

6,150 6,000 R4.6.30 R5.3.15

〈農業者分〉
・申請件数：111件、6,057千円
＜漁業者分＞
・申請件数：9件、93千円

農漁業者の負担を軽減すること
で、事業継続支援につながっ
た。
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9 水道料金の減額
　コロナ禍における原油価格・物価高騰により影響を受けている住
民の負担を軽減するため、令和4年9月から3月分の水道料金を減額
（一契約につき上限175千円）する。

252,758 237,946 R4.8.3 R5.3.31

・水道料金特例減額実績
　　9月：12,983件　38,059千円
　10月：12,985件　34,899千円
　11月：12,977件　36,454千円
　12月：12,985件　34,356千円
　　1月：13,026件　39,127千円
　　2月：13,004件　36,885千円
　　3月：12,981件　32,358千円
・システム改修経費：622千円

町内全域の生活世帯及び事業者
の経済支援（月平均2,773円×
7ヶ月＝約19,400円）につな
がった。

10
井戸使用世帯に対する生活
支援事業

　コロナ禍における原油価格・物価高騰により影響を受けている住
民の負担を軽減するため、水道料金を減額することを踏まえ、井戸
水使用者に対し水道料金減額相当分を支援する。

10,227 9,000 R4.6.30 R5.3.31
・申請件数　788件
　専用井戸（個人640件、事業者104件）
　併用井戸（個人32件、事業者12件）

井戸水使用者の生活支援・事業
支援につながった。

11 学生応援事業
　コロナ禍における原油価格・物価高騰により影響を受けている本
町出身の学生に対し、町の特産品を送り生活を支援する。

425 400 R4.7.1 R5.3.31 ・申請者：１１０人

原油価格・物価高騰の影響を受
けている本町出身学生の生活支
援につながった。また、町内生
産者の支援につながった。

12
学校給食材料費高騰対策事
業

　コロナ禍におけるエネルギー・食料品価格等の物価高騰により影
響を受けている保護者の負担を増加させることなく、これまでどお
りの栄養バランスや量を保った学校給食を提供するため、材料費高
騰分を各学校（中学はセンター）に補助する。

6,130 6,000 R4.7.13 R5.3.30

小学校1食あたり12円補助
・5小学校計　325,111食　3,902千円
中学校1食あたり14円補助
・2中学校計　159,158食  2,228千円
合計 　　　　 484,269食  6,130千円

物価高騰により影響を受けてい
る保護者の負担を増加させるこ
となく、これまでどおりの栄養
バランスや量を保った学校給食
を提供した。

13
介護・障害福祉サービス事
業所等物価高騰対策事業

　コロナ禍において、電気・ガス料金、ガソリン代等の高騰の影響
を受けている介護・障害福祉サービス事業所のうち、福岡県の補助
対象外となる事業所等に対し、かかり増し経費を支援することで運
営に係る経費の負担を軽減する。

3,374 3,000 R4.11.25 R5.3.6

（介護）   3,064千円
・入所系　30千円×64人＝1,920千円
・通所系　6千円×124人＝744千円
・訪問系　50千円×8事業所＝400千円
（障害福祉）　310千円
・通所系　6千円×10人＝60千円
　※対象：地域活動支援センター
・訪問系　50千円×5事業所＝250千円
　※対象：計画相談事業所

介護・障害福祉サービスを提供
する事業所の運営継続支援につ
ながった。

14 保育所等物価高騰対策事業
コロナ禍において、電気・ガス料金、ガソリン代等の高騰の影響を
受けている保育所等に対し、かかり増し経費を支援することで運営
に係る経費の負担を軽減する。

1,736 800 R4.11.25 R5.1.25

・支給実績　７施設
（岡垣ほしのほいくえん、おとぎの家保育
園、認定こども園えびつ幼稚園、ひよこ保育
園、キッズルーム岡垣、おひさまルーム岡
垣、サンライズキッズ保育園岡垣園）

コロナ禍において、エネルギー
等の価格高騰の影響を受けてい
る保育所等が、施設を安定的に
運営する上での負担軽減に繋
がった。

420,575 388,295合　計
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